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輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
市
民
の
皆
様
に
は
、
議
会
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
日
本
人
選
手
の
史
上
最
多
と
な
る
メ
ダ
ル

の
獲
得
や
我
が
国
で
二
十
五
人
目
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
等
、
喜
ば

し
い
ニ
ュ
ー
ス
の
多
か
っ
た
一
方
、
震
度
七
が
二
度
も
観
測
さ
れ
、

未
だ
余
震
の
続
く
熊
本
地
震
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
大
規
模
な

災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
改
め
て
常
日
頃
か
ら
の
防
災
へ
の
備

え
や
地
域
の
絆
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
今
の
経
済
情
勢
を
見
ま
す
と
、
国
内
の
景
気
は
緩

や
か
に
上
向
い
て
い
く
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
域
経

済
の
状
況
は
未
だ
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
市
で
は
、
第
五
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、「
水
と
緑
と
人
が
輝
く
共
創
都
市
た
て
ば

や
し
」
の
実
現
に
向
け
、
経
済
活
性
化
・
少
子
化
対
策
・
元
気

な
高
齢
者
づ
く
り
の
重
点
施
策
を
は
じ
め
、
諸
事
業
を
着
実
に

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
行
政
と
の
連
携
の
も
と
、「
将

来
展
望
に
立
っ
た
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
活
力
の
あ
る
ま

ち
」
を
目
指
し
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
尚
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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おめでとうございます

写
真
は
各
頁
ご
と
に

右
か
ら
左
へ
議
席
順

と
な
り
ま
す
。

①
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党
派

②
住
所

③
電
話
番
号

　市民の暮らし守る市政を！
みなさんの声を市政に届ける
ため、今年もがんばります。

篠
　
木
　
正
　
明

①
日
本
共
産
党
館
林
市
議
団

②
松
原
三
丁
目
六
―
一
三

③
七
三
―
九
六
一
五

　「たった一度の人生」悔いの
ない時間を、今年も世の為！
人の為！「論より行動」

吉
　
野
　
高
　
史

①
彩
生
ク
ラ
ブ

②
赤
生
田
町
一
六
九
九
―
一

③
七
二
―
九
四
三
一

　市民の困窮・困難を仇とし、
社会的包摂のある公正な社会
に向けて尽力致します。

渡
　
辺
　
充
　
徳

①
フ
ォ
ー
ラ
ム
館
林

②
花
山
町
二
六
〇
六

③
七
二
―
〇
三
四
六

　「小さな声」が大切にされ
る市政を目指し、今年も皆様
と共に活動していきます。

泉
　
澤
　
信
　
哉

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
若
宮
町
二
四
五
一
―
三

③
七
二
―
五
〇
七
一

　行動・対話・努力を常に心
がけ、市民の心を心として、
市民生活の向上に全力投球！

橋
　
本
　
　
　
徹

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
瀬
戸
谷
町
二
五
七
一
―
六

③
七
四
―
六
一
四
七

　今年も「停滞」、「惰性」が
当たり前にならないよう、議
員活動を続けたいと思います。

斉
　
藤
　
貢
　
一

①
フ
ォ
ー
ラ
ム
館
林

②
分
福
町
一
〇
〇
〇
―
三
五

③
七
三
―
〇
八
六
三

　「積小為大」の心を忘れず、
教育・医療・福祉に全力で
取り組みます。

青
　
木
　
一
　
夫

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
瀬
戸
谷
町
二
一
八
〇
―
四
三

③
七
二
―
五
三
八
四

　地域からの要望、皆さんの
声に正面から向き合い、一歩
ずつ取り組んでまいります。

櫻
　
井
　
正
　
廣

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
西
美
園
町
七
五
六
―
三
二

③
七
五
―
三
五
五
九

　今年も市民のために汗を流
す気持ちで、安全安心な街づ
くりに全力で取り組みます。

岡
　
村
　
一
　
男

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
岡
野
町
乙
四
〇
二

③
七
三
―
四
五
五
一

　若い責任世代の代表として、
ブレることなく、市民の皆様
の想いをつなぎます。

権
　
田
　
昌
　
弘

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
日
向
町
九
八
四
―
九
日
向
県
営
住

宅
Ａ
―
一
〇

③
七
二
―
九
九
五
八
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よ
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願
い
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た
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す
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新年明けまして2017年

　国民を　いじめつづける　
アベノミクス　市民の暮らし
守るため　我はたたかわん

小
　
林
　
　
　
信

①
日
本
共
産
党
館
林
市
議
団

②
西
高
根
町
九
―
二
三

③
七
三
―
二
〇
六
六

　今年も「市民とつくる元気
な街に」をモットーに、勇気
と情熱で議員活動に励みます。

町
　
井
　
　
　
猛

①
自
由
ク
ラ
ブ

②
つ
つ
じ
町
一
―
一
一

③
七
三
―
二
六
三
九

　謹賀新年。今年も驕りを捨
て、ひたむきに過ごせればと
思っています。

遠
　
藤
　
重
　
吉

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
赤
生
田
本
町
一
四
三
二
―
二

③
七
三
―
八
六
五
〇

　『街づくりは人づくり』初
心を忘れず､ 教育・医療・福利
向上・合併実現へ全力投球！

野
　
村
　
晴
　
三

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
成
島
町
六
八
八
―
一

③
七
二
―
一
三
五
四

　「大衆と共に」を原点に初
心を忘れず本年も誠実に市民
生活向上に邁進して参ります。

向
　
井
　
　
　
誠

①
公
明
党

②
加
法
師
町
六
―
二
一

③
七
三
―
八
一
六
三

　私の議会・議員活動の基本
は市民相談です。市民の声を
行政に反映させてまいります。

河
　
野
　
哲
　
雄

①
公
明
党

②
下
三
林
町
八
三
六
―
三

③
七
三
―
三
七
九
四

　政治が混迷する中、地方議
員としての役割、使命と責任
をしっかり果たして参ります。

髙
　
橋
　
次
　
郎

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
苗
木
町
一
八
〇
四
―
一
〇
〇

③
七
三
―
九
九
四
〇

　新年を迎え、初心を忘れず、
今年も市民生活の向上に全力
投球をいたします。

井
野
口
　
勝
　
則

①
自
由
ク
ラ
ブ

②
成
島
町
五
九
七

③
七
二
―
二
〇
九
〇

　市民が安全で安心して生活
出来る街づくりを目指し、努
力して今年も頑張ります。

青
　
木
　
幸
　
雄

①
彩
生
ク
ラ
ブ

②
下
早
川
田
町
八
八
〇

③
七
三
―
〇
四
六
二

　公職選挙法により、議員が選挙区内に対し、年賀状等
時候のあいさつ状（自筆による答礼を除く）を出すことは
禁止となっておりますので、皆様のご理解とご協力の程
よろしくお願いいたします。

“ 年賀状を出すことは禁止となっています ”
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◇市議会常任委員等・一部事務組合議会議員・各種機関委員名簿（市議会選　出）

　
権　
田　
昌　
弘

　
橋　
本　
　
　
徹

農
業
設
備
近
代
化
資
金
等

利
子
補
給
審
査
委
員
会

　
篠　
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明
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一　
男
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誠

市
営
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選

考

委
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会

　
橋　
本　
　
　
徹

　
多　
田　
善　
洋

花
と
緑
の
館
林

づ
く
り
協
議
会

　
櫻　
井　
正　
廣

　
斉　
藤　
貢　
一

ラ
ブ
ホ
テ
ル
等

施
設
環
境
審
議
会

　
権　
田　
昌　
弘

　
橋　
本　
　
　
徹

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

運

営

委

員

会

◎
向　
井　
　
　
誠

○
権　
田　
昌　
弘

　
櫻　
井　
正　
廣

　
渡　
辺　
充　
徳

　
篠　
木　
正　
明

　
吉　
野　
高　
史

　
遠　
藤　
重　
吉

　
井
野
口　
勝　
則

議
会
運
営
委
員
会

◎
髙　
橋　
次　
郎

○
河　
野　
哲　
雄

　
権　
田　
昌　
弘

　
渡　
辺　
充　
徳

　
篠　
木　
正　
明

　
吉　
野　
高　
史

　
遠　
藤　
重　
吉

　
野　
村　
晴　
三

　
向　
井　
　
　
誠

　
井
野
口　
勝　
則

合
併
調
査
特
別
委
員
会

◎
青　
木　
一　
夫

○
斉　
藤　
貢　
一

　
権　
田　
昌　
弘

　
青　
木　
幸　
雄

　
河　
野　
哲　
雄

　
向　
井　
　
　
誠

　
小　
林　
　
　
信

　
町　
井　
　
　
猛

議
会
報
編
集
委
員
会

◎
斉　
藤　
貢　
一

○
櫻　
井　
正　
廣

　
泉　
澤　
信　
哉

　
青　
木　
幸　
雄

　
野　
村　
晴　
三

　
河　
野　
哲　
雄

　
小　
林　
　
　
信

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
橋　
本　
　
　
徹

○
権　
田　
昌　
弘

　
篠　
木　
正　
明

　
岡　
村　
一　
男

　
向　
井　
　
　
誠

　
井
野
口　
勝　
則

経
済
建
設
常
任
委
員
会

◎
渡　
辺　
充　
徳

○
青　
木　
一　
夫

　
多　
田　
善　
洋

　
吉　
野　
高　
史

　
遠　
藤　
重　
吉

　
髙　
橋　
次　
郎

　
町　
井　
　
　
猛

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

　
権　
田　
昌　
弘

　
橋　
本　
　
　
徹

　
多　
田　
善　
洋

　
泉　
澤　
信　
哉

総
合
農
政
推
進
協
議
会

　
岡　
村　
一　
男

　
向　
井　
　
　
誠

　
井
野
口　
勝　
則

融
資
審
査
委
員
会

　
権　
田　
昌　
弘

　
橋　
本　
　
　
徹

　
多　
田　
善　
洋

　
泉　
澤　
信　
哉

都
市
計
画
審
議
会

　
斉　
藤　
貢　
一

社
会
教
育
委
員

　
権　
田　
昌　
弘

　
橋　
本　
　
　
徹

　
多　
田　
善　
洋

観

光

協

会

　
橋　
本　
　
　
徹

労
使
教
育
委
員
会

（◎印委員長・○印副委員長）

　
斉　
藤　
貢　
一

空
家
等
対
策
協
議
会

　
斉　
藤　
貢　
一

公
務
災
害
補
償
等

認

定

委

員

会

　
多　
田　
善　
洋

　
泉　
澤　
信　
哉

　
野　
村　
晴　
三

　
髙　
橋　
次　
郎

　
井
野
口　
勝　
則

館
林
市
・
板
倉
町

合

併

協

議

会

　
岡　
村　
一　
男

監

査

委

員

　
青　
木　
一　
夫

　
渡　
辺　
充　
徳

民
生
委
員
推
薦
会

　
渡　
辺　
充　
徳

群
馬
県
共
同
募
金
会

館

林

市

支

会

　
青
　
木
　
一
　
夫

　
吉
　
野
　
高
　
史

　
河
　
野
　
哲
　
雄

　
井
野
口
　
勝
　
則

邑
楽
館
林
医
療
事
務

組
合
議
会
議
員

　
櫻
　
井
　
正
　
廣

　
篠
　
木
　
正
　
明

　
髙
　
橋
　
次
　
郎

　
町
　
井
　
　
　
猛

館
林
衛
生
施
設

組
合
議
会
議
員

　
岡
　
村
　
一
　
男

　
遠
　
藤
　
重
　
吉

　
野
　
村
　
晴
　
三

館
林
地
区
消
防

組
合
議
会
議
員

　
橋
　
本
　
　
　
徹

　
多
　
田
　
善
　
洋

群
馬
東
部
水
道

企
業
団
議
会
議
員

　
多
　
田
　
善
　
洋

群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

市
議
会
各
委
員
会

各
種
機
関
委
員


